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要         旨 

 

フィクション作品の鑑賞は、現実の対象や状況に対する場合と同様と思わ

れる情動をもつことが、説明されるべき問題として論じられてきた。先行

研究としては、１こうした鑑賞における認知が独自の特性を持ち、喚起さ

れる情動は擬似的なものであるという立場や、２行動が不可能な状況とし

ての表象というカテゴリーにフィクションがノンフィクションの一部と共

に含まれ、結果前者の鑑賞と後者のそれとの共通性が説明されるという立

場がある。 

申請者は、これらの立場に対し、鑑賞者にとって作品がフィクションであ

ることと、作品を取り巻く事情、の双方が認知されていることの不可欠性

を主張する。そして、フィクション鑑賞に関与する二つの心的機能、作品

への没入機能と外部文脈の背景知識の認識機能に基づく説明理論が提出さ

れる。 

これらの機能は強弱があり、相反的な働きをする。没入機能が高ければ他

方は弱くなり一般的なフィクション鑑賞の状況（情動が喚起される場合）

となる。逆に弱ければ、背景知識の認識機能が高まり、批評的鑑賞の状況

を示す。さらに通常の鑑賞行為から逸脱した場合、つまり作品への無関心

（二つの機能が弱い場合）やマニアック（双方が優勢に見える）な状態も

位置づけられる。 

さらに、「フィクションのパラドックス」すなわち一方で情動を感じる対

象の存在を信じ、他方で実在しないとも信じていることの説明が、二つの

心的機能の異なった時点でのはたらき方の差異として説明される。 

こうしたことから、先行研究に比較して、石田氏の解釈理論は、より説明

力があり、説得性があると主張される。 
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